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福
島
県
で
は
、
多
い
時
２６
万

人
（
２
０
１
２
年
）
、
い
ま
２

万
３
千
７
０
１
人
（
２
０
２
５

年
）
の
人
た
ち
が
避
難
し
て
い

る　

（
ふ
く
し
ま
復
興
情
報
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
）
。

　

早
稲
田
大
学
の
辻
内
琢
也
教

授
に
よ
る
と
、
原
発
事
故
避
難

者
が
直
面
す
る
困
難
と
は
、
①

仕
事
が
な
い
、
し
か
し
中
高
年

の
転
職
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
し

に
は
困
難
、
②
生
活
費
が
不
足
、

③
家
族
内
の
潜
在
し
て
い
た
不

一
致
や
葛
藤
が
表
面
化
、
④
ど

こ
に
住
む
か
（
避
難
先
で
の
人

生
は
自
分
に
と
っ
て
リ
ア
ル
な

人
生
な
の
か
／
仮
の
人
生
な
の

か
）
、
⑤
精
神
的
な
空
虚
感
と

未
来
の
喪
失
感
、
⑥
何
事
に
つ

け
て
も
不
確
実
感
が
増
大
し
て

生
き
る
こ
と
へ
の
確
信
の
喪
失

―
な
ど
が
あ
り
、
言
葉
も
風
習

も
違
う
避
難
先
で
生
活
す
る
こ

と
に
は
多
大
な
ス
ト
レ
ス
が
発

生
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
避

難
し
て
い
る
こ
と
を
近
隣
の
人

に
隠
し
て
い
る
が
、
当
然
な
が

ら
近
所
付
き
合
い
は
大
人
も
子

ど
も
も
表
面
的
な
関
係
と
な

る
。
す
る
と
、
子
ど
も
が
不
登

校
に
な
っ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ

る
な
ど
の
事
態
に
つ
な
が
る
。

　

避
難
生
活
に
お
い
て
は
、
潜

在
し
て
い
た
家
族
や
夫
婦
間
の

葛
藤
が
表
面
化
す
る
の
で
、
避

難
先
で
離
婚
に
な
っ
た
り
、
親

が
認
知
症
に
な
っ
た
事
例
は
多

い
。
時
に
は
震
災
レ
イ
プ
も
見

ら
れ
る
。

　

避
難
先
で
増
大
す
る
両
親
の

不
和
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
を
目
撃
し
て

育
っ
た
子
ど
も
は
、
将
来
の
就

職
や
結
婚
に
際
し
て
困
難
を
感

じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に

震
災
を
体
験
し
た
子
ど
も
が
親

と
な
っ
た
後
、
２４
・
２
％
が
離

婚
し
た
の
に
対
し
て
、
震
災
を

体
験
し
な
か
っ
た
子
ど
も
が
親

と
な
っ
た
場
合
の
離
婚
率
は

１０
・
１
％
と
半
分
以
下
で
あ
る

（
河
北
新
報
２
０
２
２
年
３
月

１１
日
）
。
震
災
体
験
が
深
刻
な

精
神
的
不
調
を
子
ど
も
に
与
え

福
島
の
震
災
は

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

２
．避
難
者
の
ス
ト
レ
ス
は
高
い

１
．避
難
の
ス
ト
レ
ス
や
児
童
虐
待
は

未
来
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
し
て
発
症
す
る

を

忘れない

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人
以
後

の
生
活
困
難
が
心
配
さ
れ
る
。

　

３
・
１１
以
来
２
０
２
３
年
３

月
ま
で
の
期
間
で
、
児
童
虐
待

の
件
数
は
全
国
で
３
・
５
倍
に

増
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
福
島

県
で
は
７
・
５
倍
に
増
え
た
が
、

原
発
事
故
の
起
き
た
福
島
県
浜

通
り
地
方
で
は
児
童
虐
待
が
な

ん
と
９
倍
に
激
増
し
た
（
読
売

新
聞
２
０
２
３
年
３
月
１７
日
）
。

　

浜
通
り
の
大
人
も
子
ど
も
も

原
発
事
故
に
よ
っ
て
「
死
ぬ
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
恐
怖
を

感
じ
、
さ
ら
に
強
制
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に

家
族
や
親
子
の
間
で
の
不
協
和

音
が
児
童
虐
待
と
な
っ
て
現
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

児
童
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

は
、
自
己
有
能
感
や
自
己
肯
定

感
が
低
く
な
り
、
対
人
的
な
ス

キ
ル
が
低
下
し
て
、
生
き
る
こ

と
へ
の
肯
定
感
が
低
下
す
る
。

こ
う
し
て
、
例
え
ば
中
学
生
の

こ
ろ
か
ら
「
死
に
た
い
」
願
望

を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
き
た
と

い
う
若
者
を
診
察
の
場
で
し
ば

し
ば
認
め
た
。
彼
ら
が
大
人
に

な
っ
た
際
に
は
、
職
場
不
適
応

や
う
つ
病
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
な
ど
の
発
生
率
が
高
く
な
る

は
ず
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
に
福
島
県
で
、

２０
歳
以
下
の
自
殺
率
が
全
国
ト

ッ
プ
に
な
っ
た
と
関
係
者
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
２
０
２

１
年
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
南
相

馬
市
の
自
殺
率
が
、
例
え
ば
３０

代
男
性
で
全
国
平
均
の
２
倍
に

増
え
た
こ
と
が
あ
る
（
最
近
は

同
地
域
の
自
殺
率
は
低
下
し
て

い
る
よ
う
だ
が
）
。
「
死
な
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ほ
ど
つ
ら
か
っ

た
」
体
験
を
自
殺
既
遂
者
と
共

有
し
た
人
々
が
た
く
さ
ん
い
た

は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
震

災
後
の
ス
ト
レ
ス
は
、
今
後
１０

年
～
２０
年
、
３０
年
先
に
お
い
て

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
や
う
つ
病
、
適
応
障

害
な
ど
と
し
て
メ
ン
タ
ル
不
調

を
呈
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
般
的
に
は
７
日
間
が
基
本
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

避
難
生
活
は
、
身
体
的
・
精
神

的
な
負
担
が
大
き
い
た
め
に
早

期
の
避
難
所
か
ら
の
退
所
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
長

期
化
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も

あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
行
政
の
「
避
難

は
７
日
間
」
と
い
う
公
式
見
解

を
踏
ま
え
る
と
、
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
避
難
者
の
数
は

途
方
も
な
く
多
い
。

辻
内
教
授
は
、
埼
玉
や
東
京

に
避
難
し
た
人
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
を
調
べ
て
お
り
、
２
０
１
２

年
埼
玉
調
査
で
は
６７
％
、
２
０

１
３
年
の
埼
玉
・
東
京
調
査
で

６０
％
、
２
０
１
４
年
埼
玉
・
東

京
調
査
で
５９
％
。
２
０
１
５
年

調
査
で
４０
％
と
い
ず
れ
も
高
い

ス
コ
ア
を
見
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
避
難
者
の

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
リ
ス
ク
は
高
く
、
と

り
わ
け
県
外
避
難
者
の
同
リ
ス

ク
は
高
い
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
罹
患

す
る
と
、
不
眠
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
、
抑
う
つ
や
気
力
低
下
、

対
人
関
係
不
安
の
増
大
な
ど
の

不
適
応
が
発
生
す
る
。
か
つ
て

避
難
し
た
人
も
い
ま
避
難
し
て

い
る
人
た
ち
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
が
心
配
で
あ
る
。

　

筆
者
は
沖
縄
戦
か
ら
６０
年
を

経
て
、
子
ど
も
の
時
の
戦
争
ト

ラ
ウ
マ
に
よ
っ
て
不
眠
や
フ
ラ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
呈
す
る
人
た

ち
を
那
覇
の
病
院
で
見
つ
け
た

（
２
０
１
０
年
）。
避
難
者
だ
け

で
な
く
、
津
波
被
災
者
も
含
め

て
大
震
災
か
ら
６０
年
後
の
２
０

７
１
年
頃
、
福
島
の
高
齢
者
に

沖
縄
同
様
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
時
間
が

経
過
し
て
人
々
の
記
憶
の
中
で

大
震
災
と
原
発
事
故
の
記
憶
が

風
化
し
て
も
、
脳
の
中
の
ト
ラ

ウ
マ
記
憶
は
風
化
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
た

の
は
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島

県
の
三
県
で
あ
る
が
、
福
島
県

で
は
原
発
事
故
に
よ
っ
て
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
「
故
郷
に

帰
れ
な
い
」
人
々
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
た
。

　

筆
者
は
依
頼
さ
れ
て
、
放
射

線
で
帰
還
困
難
だ
っ
た
浪
江
町

津
島
地
区
の
住
民
５
０
０
名
に

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
４８
・

４
％
の
人
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
判
明

し
た
（
２
０
１
９
年
）
。
こ
れ

は
津
島
地
区
の
避
難
住
民
た
ち

が
、
日
本
の
災
害
で
こ
れ
ま
で

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
い
ス

ト
レ
ス
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
調
査
と
同
時
に
行

っ
た
Ｋ
６
（
精
神
的
健
康
度
テ

ス
ト
）
に
お
け
る
「
１３
点
以
上

の
重
症
の
精
神
不
調
の
者
」
は
、

県
内
避
難
者
で
は
２６
・
６
％
、

県
外
居
住
者
で
は
４３
・
２
％
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
同
じ
避
難
者

で
も
、
県
外
に
避
難
し
て
い
る

人
た
ち
の
方
が
精
神
状
態
が
良

く
な
い
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
調
査
に
お

い
て
も
県
外
避
難
者
の
方
が
点

数
が
高
か
っ
た
）
。

　

行
政
や
災
害
救
助
担
当
者
に

よ
る
と
、
震
災
後
の
避
難
生
活

の
期
間
は
、
災
害
の
種
類
や
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、

福島県 メンタルクリニックなごみ

 蟻塚　亮二

映画『生きて、生きて、生きろ。』上映会のお知らせ

　寄稿者の蟻塚亮二先生も出演する映画『生

きて、生きて、生きろ。』の上映会が開催さ

れる。アフタートークは東京保険医協会の理

事でもある竹内真弓先生が司会を務め、蟻塚

先生をはじめとした出演者たちが登壇する。

ぜひ足をお運びいただきたい。

日時：3月20日（金・祝）13時開演

会場：スペース・オルタ（新横浜）

定員：100名

入場無料。ご予約は右記QR

コードから可能。

　
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
１５
年
経
っ
た
今
で
も
、多
く
の
避
難
者
が
い
る
。

　
被
災
地
・
避
難
者
の
自
殺
や
児
童
虐
待
等
は
全
国
平
均
に
比
べ
て
多
い
。
避
難
者
た

ち
が
抱
え
る
メ
ン
タ
ル
不
調
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
震
災
か
ら
何
年
に
も
わ
た
っ

て
続
く
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て
、
福
島
県

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ご
み
・
蟻
塚
亮
二

先
生
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【確定申告対策講習会】【確定申告対策講習会】

令和7年分 令和7年分 
青色申告決算書青色申告決算書
作成の留意点作成の留意点

【歯科臨床研究会】【歯科臨床研究会】

口腔内スキャナー（IOS）口腔内スキャナー（IOS）
によるデジタル歯科のによるデジタル歯科の

現状と未来現状と未来
―歯科教育の―歯科教育の

デジタル化の現状―デジタル化の現状―

【医療問題研究会】【医療問題研究会】

今後の医療と医療政策を今後の医療と医療政策を
俯瞰的に考える俯瞰的に考える

―参政党と高市早苗自民党―参政党と高市早苗自民党
新総裁の医療政策にも新総裁の医療政策にも

触れながら―触れながら―

【臨床懇話会】【臨床懇話会】

診療所における診療所における
救急対応について救急対応について

【医療情報講演会】【医療情報講演会】

医療DXの義務的推進の医療DXの義務的推進の
問題とオン資義務不存在問題とオン資義務不存在

訴訟の重要性訴訟の重要性

講師： 

　　税理士 渡邊 由美子氏

　　税理士 古閑 千枝氏

講師： 日本福祉大学

　　  名誉教授 二木 立氏

講師：   東海大学医学部付属病院

　　　 高度救命救急センター

　　　 救命救急科　

 本多 ゆみえ氏

講師：    神奈川歯科大学

　　　 口腔デジタル

　　　 サイエンス学分野

　　　 主任教授 星 憲幸氏

講師：    オンライン資格確認義務不

存在確認等請求訴訟原告団

事務局長

　　　東京保険医協会 理事

　　　医療法人社団いつき会 

　　　ハートクリニック

　　　院長 佐藤 一樹氏


